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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 23,189 △26.0 830 △17.9 896 △16.8 441 △32.2 

26年３月期第２四半期 31,340 1.3 1,011 △6.7 1,077 5.0 651 44.8 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 533 百万円 （△33.3％）   26年３月期第２四半期 799 百万円 （187.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 38.84 － 

26年３月期第２四半期 53.30 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 30,258 15,719 51.9 

26年３月期 32,878 15,772 48.0 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 15,719 百万円   26年３月期 15,772 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 12.50 － 17.50 30.00 

27年３月期 － 17.50       

27年３月期（予想）     － 17.50 35.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 47,000 △19.5 1,300 16.3 1,400 25.2 500 △78.1 43.39 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (1) 会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 12,280,177 株 26年３月期 12,280,177 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 1,070,534 株 26年３月期 757,954 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 11,370,248 株 26年３月期２Ｑ 12,222,254 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税前の駆け込み需要の反動の影響を受けつつも、政

府による金融政策や経済政策を背景に企業収益が改善し、所得環境・雇用情勢も改善の兆しが見られ、景気は緩や

かな回復基調で推移しました。しかしながら、海外においては中国や新興国の経済成長が鈍化しており、国内にお

いては消費税増税の影響や円安による資材価格の上昇等が懸念されており、依然として先行き不透明な状況で推移

しております。

 当社グループを取り巻く受託臨床検査市場は、診療報酬の改定の影響に加え、同業社間の競争が激化しており、

厳しい市場環境が続いております。また、調剤薬局市場は、調剤報酬の改定や薬価改定の影響に加え、消費税増税

の影響を受け、厳しい状況となっております。

 当社グループでは、このような経営環境のもと、グループ内の事業再編を進め、コスト構造の見直しを図るとと

もに、各事業において収益力の向上に取り組んでおります。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は23,189百万円（前年同期比26.0％減）、営業利益

は830百万円（同17.9％減）、経常利益は896百万円（同16.8％減）、四半期純利益は441百万円（同32.2％減）と

なりました。

 売上高の減少は、主として、平成25年12月16日付でドラッグストア及び調剤薬局の運営を行っておりました㈱示

野薬局の全株式を譲渡し、前連結会計年度においてドラッグ事業から撤退した影響によるものであります。また、

営業利益、経常利益及び四半期純利益の減少は、主として臨床検査事業の営業利益の減少によるものであります。

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 臨床検査事業 

 臨床検査事業につきましては、営業拠点や検査施設の再配置等により事業構造の改革や業務改善を進めておりま

す。また、検査項目の拡販及び新規顧客の獲得に努めるとともに、遺伝子検査受託体制の充実・強化を図り、収益

力の向上に取り組んでおります。

 医療情報システムの売上の減少や臨床検査の受託検体数の減少により、臨床検査事業の売上高は14,481百万円

（前年同期比1.9％減）となりました。また、試薬費や人件費等の増加により、営業利益は266百万円（同38.1％

減）となりました。

② 調剤薬局事業 

 調剤薬局事業につきましては、医療機関等との連携を図りながら地域特性に合わせた調剤薬局の展開を進めてお

ります。また、計画的な新規出店及び店舗運営の効率化を推進するとともに、ＯＴＣ医薬品等の品揃えを充実させ

ることにより、セルフメディケーションを意図した来局者の増加を図り、収益力の向上に取り組んでおります。

 当第２四半期連結累計期間において、４店舗を開局、２店舗を閉局したことにより、当四半期連結会計期間末に

おける当社グループが運営する調剤薬局等店舗総数は109店舗（フランチャイズ店５店舗含む）となりました。

 前連結会計年度における㈱示野薬局の株式譲渡に伴い調剤薬局店舗数が14店舗減少したことにより、調剤薬局事

業の売上高は8,710百万円（前年同期比5.9％減）となりました。また、薬価及び調剤報酬の改定や消費税増税の影

響があったものの、新店の処方箋枚数の増加やコスト削減等により、営業利益は633百万円（同11.7％増）となり

ました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、主に現金及び預金や投資有価証券が減少し

たことにより、前連結会計年度末に比べ2,619百万円減少し、30,258百万円となりました。

 負債は、主に買掛金、未払法人税等及び借入金の減少により、前連結会計年度末に比べ2,566百万円減少し、

14,539百万円となりました。

 また、純資産は、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したものの、一方で自己株式が増加したことによ

り、前連結会計年度末に比べ52百万円減少し、15,719百万円となりました。
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（キャッシュ・フローの状況）

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ956百万円減少し、7,097百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 営業活動の結果使用した資金は231百万円（前年同四半期は883百万円の獲得）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益817百万円、減価償却費484百万円、仕入債務の減少額650百万円及び法人税等の支払額1,340

百万円によるものであります。

 投資活動の結果獲得した資金は872百万円（前年同四半期は527百万円の使用）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出277百万円、投資有価証券の売却による収入1,068百万円及び保険積立金の解約による収

入145百万円によるものであります。

 財務活動の結果使用した資金は1,598百万円（前年同四半期は1,090百万円）であります。これは主に、長期借入

金の返済による支出747百万円及び自己株式の取得による支出383百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月９日の「平成26年３月期 決算短信」で公表いた

しました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67号本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が２百万円増加し、利益剰余金が１百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞ

れ３百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,074 7,120 

受取手形及び売掛金 6,205 6,040 

商品及び製品 1,322 1,111 

仕掛品 64 89 

原材料及び貯蔵品 413 390 

その他 1,453 1,453 

貸倒引当金 △54 △46 

流動資産合計 17,479 16,159 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 9,018 8,944 

減価償却累計額 △5,229 △5,302 

建物及び構築物（純額） 3,789 3,641 

土地 4,572 4,361 

リース資産 816 821 

減価償却累計額 △508 △556 

リース資産（純額） 308 264 

建設仮勘定 27 18 

その他 7,667 7,678 

減価償却累計額 △6,747 △6,769 

その他（純額） 920 909 

有形固定資産合計 9,618 9,195 

無形固定資産    

のれん 117 91 

その他 625 549 

無形固定資産合計 743 640 

投資その他の資産    

その他 5,096 4,319 

貸倒引当金 △59 △56 

投資その他の資産合計 5,036 4,262 

固定資産合計 15,398 14,099 

資産合計 32,878 30,258 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,572 4,998 

短期借入金 1,070 870 

未払法人税等 1,430 338 

賞与引当金 657 671 

その他の引当金 3 － 

その他 3,901 3,945 

流動負債合計 12,635 10,822 

固定負債    

長期借入金 1,165 392 

役員退職慰労引当金 833 878 

退職給付に係る負債 1,789 1,783 

資産除去債務 138 142 

その他 543 520 

固定負債合計 4,470 3,716 

負債合計 17,105 14,539 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,371 3,371 

資本剰余金 3,439 3,439 

利益剰余金 9,482 9,721 

自己株式 △908 △1,292 

株主資本合計 15,385 15,241 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 386 478 

その他の包括利益累計額合計 386 478 

純資産合計 15,772 15,719 

負債純資産合計 32,878 30,258 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 31,340 23,189 

売上原価 22,861 16,365 

売上総利益 8,479 6,824 

販売費及び一般管理費 7,468 5,994 

営業利益 1,011 830 

営業外収益    

受取配当金 30 45 

貸倒引当金戻入額 26 10 

その他 86 37 

営業外収益合計 143 93 

営業外費用    

支払利息 53 18 

支払手数料 6 4 

その他 17 4 

営業外費用合計 77 27 

経常利益 1,077 896 

特別利益    

投資有価証券売却益 46 162 

その他 0 29 

特別利益合計 46 192 

特別損失    

固定資産除却損 7 8 

減損損失 － 245 

事務所移転費用 － 14 

その他 0 2 

特別損失合計 7 271 

税金等調整前四半期純利益 1,116 817 

法人税、住民税及び事業税 416 333 

法人税等調整額 48 42 

法人税等合計 465 375 

少数株主損益調整前四半期純利益 651 441 

四半期純利益 651 441 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 651 441 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 147 91 

その他の包括利益合計 147 91 

四半期包括利益 799 533 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 799 533 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,116 817 

減価償却費 721 484 

減損損失 － 245 

のれん償却額 79 26 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35 △11 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △6 

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 10 

受取利息及び受取配当金 △34 △46 

支払利息 53 18 

売上債権の増減額（△は増加） 83 123 

たな卸資産の増減額（△は増加） 337 208 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,049 △650 

その他 △326 △139 

小計 940 1,081 

利息及び配当金の受取額 31 45 

利息の支払額 △51 △18 

法人税等の支払額 △37 △1,340 

営業活動によるキャッシュ・フロー 883 △231 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 10 － 

有形固定資産の取得による支出 △574 △277 

有形固定資産の売却による収入 1 83 

無形固定資産の取得による支出 △140 △66 

投資有価証券の取得による支出 △103 △102 

投資有価証券の売却による収入 204 1,068 

投資有価証券の償還による収入 － 59 

保険積立金の解約による収入 54 145 

その他 18 △37 

投資活動によるキャッシュ・フロー △527 872 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △150 △200 

長期借入金の返済による支出 △608 △747 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △186 △62 

配当金の支払額 △146 △204 

自己株式の取得による支出 △0 △383 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,090 △1,598 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △735 △956 

現金及び現金同等物の期首残高 8,176 8,054 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,441 7,097 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年７月３日開催の取締役会決議に基づき、自己株式312,400株の取得を行いました。この結果、

当第２四半期連結累計期間において自己株式が383百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式

が1,292百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
臨床検査 
事業 

調剤薬局 
事業 

ドラッグ 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 14,765 9,250 7,323 31,340 － 31,340 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

3 1 0 4 △4 － 

計 14,768 9,251 7,324 31,344 △4 31,340 

セグメント利益 431 567 2 1,000 10 1,011 

（注）１．セグメント利益の調整額10百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△621百万

円及び内部取引の消去に伴う調整額632百万円が含まれております。全社費用は、主に人事・経

理部門等の管理費用及び建物の減価償却費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
臨床検査 
事業 

調剤薬局 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,479 8,710 23,189 － 23,189 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

2 0 2 △2 － 

計 14,481 8,710 23,192 △2 23,189 

セグメント利益 266 633 900 △69 830 

（注）１．セグメント利益の調整額△69百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△633百

万円及び内部取引の消去に伴う調整額563百万円が含まれております。全社費用は、主に人事・

経理部門等の管理費用及び建物の減価償却費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社グループは、平成25年12月16日付で、「ドラッグ事業」及び「調剤薬局事業」を展開している㈱示

野薬局の全株式を譲渡し、前連結会計年度において「ドラッグ事業」から撤退しております。これに伴

い、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「臨床検査事業」、「調剤薬局事業」及び

「ドラッグ事業」の３区分から、「臨床検査事業」及び「調剤薬局事業」の２区分に変更しております。
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